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論  文  名 信と行の近代―岡田式静坐法にみる心身修養のゆくえ― 
本論文では、その社会的影響力の大きさに比して思想史的解明が看過されてきた、岡田虎二郎
により始められた心身修養法、「岡田式静坐法」の歴史的展開に関するモノグラフと、それを手
がかりとしたわが国近代における行の変容の問題が考察される。 
「序章 行の変容と近代日本」では、本論文に通底する行に対する著者の立ち位置が、宗教学
における行研究史の検討や、近代日本における「宗教」概念の誕生を巡る問題の中から示される。
以下、岡田式静坐法の運動の展開状況に焦点を当てる概論的な第一部と、岡田式静坐法が心身療
法の技法として民間精神療法や浄土真宗、古神道などの宗教界や思想界に浸透していく実態が各
論的に検討される第二部に分けられ、最後に「結」でまとめられる。第一部「心身修養の誕生と
変遷」の第一章「世紀転換期の『修養』概念と将来の宗教の構想」では、岡田式静坐法以前の明
治末修養論の形成過程が詳述され、第二章「心身修養の技法と理想」では、坐禅修養論とそれ以
降に出てきた二木式腹式呼吸法、藤田式息心調和道と共に岡田式静坐法が比較され、岡田式静坐
法の近代日本における位置が定められる。続く第三章「霊動のポリティックス―大正期日本の霊
概念と身体」では岡田式静坐法とその当時人気を博していた霊術団体・太霊道と神道系宗教の大
本との間の不随意的身体運動をめぐる論争が取り上げられ、その過程で現れてきた岡田式静坐法
の変容が明らかにされる。第一部の最後に位置する第四章「岡田式静坐法の組織形態と権威の源
泉」では、とりわけ岡田虎二郎の急逝に伴って生じた組織形態やその思想の変化が考察される。
第二部の「信と行の交渉」では、岡田虎二郎急逝後の岡田式静坐法に関するさまざまに生じてき
た解釈に視点が移される。第一章「宗教と医学を超えて－済生病院長小林参三郎の治療論」では、
外科医の小林参三郎の治療論に着目し、彼が行ってきた民間精神治療法が岡田式静坐法へシフト
してきたことから生じた治療法の変化がまとめられる。第二章「真宗僧侶と岡田式静坐法」では、
個々の真宗僧侶によりさまざまに取り入れられてきた静坐実践のあり方が整理され、彼らの静坐
論に見られる真宗教学と静坐の共通点として修養的傾向、他力的傾向、信の重視が指摘される。
第三章「皇国運動と岡田式静坐法－二荒芳徳を通じて」では、古神道の流れに立つ皇国運動に岡
田式静坐法が取り入れられた背景から、静坐によって理知的な概念を通さない直接的な実感の希
求があったことが指摘される。最後に「結」では、まとめとして、岡田式静坐法が近代日本に誕
生し展開してきた流れの中から、近代的な宗教概念の核である信の獲得の背後で、直接的な実感
としての行が重要な役割を果たしてきたことが明らかにされる。 
近代日本における宗教動向の中でも従来看過されてきた場面に焦点を当てた本論文は、斯学の
発展に寄与するところ大なるものである。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授
与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
